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1　 は じ め に
　大学(短 期大学を含む)は 、学術の中心 として、広 く
知識を授けるとともに、深 く専門の学芸を教授研究 し、
知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的 と

















　対象 は、平成4年6月 から平成14年3月 までの約10年


















名 古 屋市 立 大 学 看 護 学 部(心 理 学)







年度は120回 を超えていた。 しか し、 これは来談学生の
面接回数が全体的に増えたのではな く、一部の学生で年
間50～100回 の面接を行 ったためであった。面接回数の
多い学生では、1日 に2度 、3度 と来談 したり、電話 ・










52名 の来談のうち、2名 は保護者か らの依頼で保護者
のみの面接で終わっている。また、1名 は教員か らの コ
ンサルテーションの依頼であ り、学生本人とは面接を行
なわず、教員に対 して関わり方について助言を行った。






度は偏 りがみられたが、平成7～11年 度は、在籍 したど
の学年か らも相談があった。専攻科学生の相談は、平成
13年度のみにあった。また、看護学部設置後は、学部学
生か らの相談 もあり、対応 した。
4。 面接で語られた主題
来談の際の主訴や、その後の面接経過で把握できた面




























進 路 ・ 将 来
大 学 生 活
対 人 関 係
精 神 保 健
親 子 関 係









































役 割 説 明
教 示 助 言
成 長 援 助
心理療法的関わり
危 機 介 入










比較的多 く、10回 以上であった。なかには、1年 間に50
～100回 の面接を2年 間継続 したため、合計150回 以上の
面接を行 っている学生 もいる。精神科医もしくは心療内
科医による医療が必要 と思われる学生 もあり、その場合
























の双方が心理的作業を確認 して、面接を終結 した学生 も
多かったが、なかなか内面に対する洞察が深まりにくい
学生 もいた。





















中断に至ることが多い。 しか し、中断 したとして も、本
質が解決 していないために、再び悩みが表面化 し、改め
て来談するということを繰 り返す こともみられる。
















情 報 探 求 型
自 己 確 認 型
自 己 探 求 型
内 面 整 理 型
内面整理回避型
現実生活混乱型























































数を要 している。この タイプも、前報1)の時点ではみ ら
れておらず、今後増加するのではないかと考えられ、適 ・
切な対応が必要である。

















































か ら継続 して来談する学生が見 られること、また、②平
























































れ、 健康度が比較 的高 いと考 えられ る学生は、14名
(26.9%)で あった。 このように、大半の学生 は心理的
には健康あるいはほぼ健康であり、一時的な葛藤、ある
いは自我形成上、多少の困難を生じていたと考えられる。
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談は実施 されておらず、また、相談に応 じる曜日 ・時間
帯 も増加 したとはいえ、限られている。大学としても、
学生相談体制を充実するとともに、さらに進んでメンタ
ルヘルスも含めた保健管理体制を整備 してい くことが期
待される。看護学部においてもこうした問題に取り組み、
同時にそれが大学の学生相談 システムとも有機的かつ実
質的に連携できるように運営する必要がある。
